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 小金井アートフル・アクション！とは（小金井市芸術文化振興計画推進事業）

小金井アートフル・アクション！は、2009年 4月に「誰もが芸術文化を楽しめるまち～芸術文化の振興で人とまちを豊かに」という理念を10年
間かけて実現することを目指して始まった小金井市の計画です。この事業は、市民がアートと出会うことによって日常生活の中に新たな発見をし、
自らの潜在能力に可能性を見出すこと、そして、それが心豊かな生き方を追求するきっかけとなることを目指しています。そのために、次に示す
３つの方針を定めています。

1.毎日の暮らしの中で芸術文化活動に出会う機会を整備し、活動を支える基盤をつくること
2.市民のみなさんが活動を実践することのできる場をつくること
3.活動を一緒に担っていく人々が学びながら、体験しながら活動できる機会をつくること

　この理念と方針により、市内にアーティストを招き市民のみなさんと街を舞台に作品の制作や発表をしています。
特に2013年度からは、保育園や小学校、市内各所を舞台にアーティストや子供達、市民による豊かな体験の場と機会をつくる活動がひろがっています。
　この事業はボランティアの市民のみなさん、小学校、保育園などの教職員のみなさん、近隣NPO等が協働してすすめています。
小金井市芸術文化振興計画の計画書は以下から見ることができます。
URL  https://www.city.koganei.lg.jp/kankobunka/453/geijutubunkasinkou/geijutubunkasinkoukeikaku.html

●本事業に関するお問い合わせ

 NPO法人
 アートフル・アクション
 TEL.FAX:050-6327-953 
 HP:https://artfullaction.net
 Email:mail@artfullaction.net

● 小金井市芸術文化振興計画
　についてのお問い合わせ

 小金井市コミュニティ文化課文化推進係
 TEL:042-387-9923

編集・発行：特定非営利活動法人 アートフル・アクション　東京都小金井市本町 6-5-3シャトー小金井２階　　Email：mail@artful laction.net　　URL：http://artful laction.net　　　タイトルロゴ：やまさき薫　　デザイン：アサノリエコ

主　　催：東京都 ／ 小金井市／アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）
　　　　　／ NPO 法人アートフル・アクション　　
企画制作：NPO 法人アートフル・アクション　　

※本事業は「小金井市芸術文化振興計画推進事業」及びアーツカウンシル東京「東京アートポイント計画」の一環として実施しています。
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今まで映像を撮ったこともなかったメンバーの皆さんが、
この約半年の間に映像に触れ、つくり、遊ぶ中から生まれた感性豊かな
作品たちを一挙上映する「えいちゃんフェス」を開催します！
ぜひ足をお運びいただき、映像の持つ可能性や、
撮る、つくる、見る面白さをご堪能ください。

誰でも簡単に映像が撮れるようになったこの時代。映像を撮った経験はないけれ

ど「新しいことにチャレンジしたい」「地域に仲間をつくりたい」などと考えてい

らっしゃる概ね 70歳以上の方々と、映像制作についてはじめの一歩からともに学び、

映像に触れる・つくる・遊ぶクラブを、2018年10月にたちあげました。

世代や性別の「溝」を埋め、創造の種が花開く

私達はこれまで、幼児や小学生、幅広い市民の方々とさまざまな活動を行う中で同じ

まちに暮らしていながら、いわゆる高齢者といわれる世代の方たちと触れあう機会が

少ないと感じていました。まちには多様な世代の方がいるのに、どうしてなかなか出

会えないのだろう？

まちの中には高齢の方を対象としたお稽古事やワークショップがいろいろありますが、

講師から参加者に教える・与えるという一方通行のスタイルが多い印象があります。

それは、高齢者＝老い＝ “できないことが当たり前 ” のような空気が、今日の社会の中

にしみわたっているからかもしれません。しかし、積み重ねてきた経験は宝物であり、

たくさんの宝物を持っている高齢者の皆さんが、新しいことにチャレンジしなきゃもっ

たいない！

えいちゃんくらぶは、現在、概ね 70歳以上の「メンバー」５人と、10代から 60代の

「サポートメンバー」６人と講師の角尾宣信さんとともに活動しています。メンバーと

サポートメンバーはヒエラルキーのない水平な関係の中で協力しながら、撮影や編集

をともに楽しんでいます。

メンバーは、デジカメで動画が撮れるなど思いもしなかったという方ばかりですが、

趣味も個性も映像への興味の持ち方もさまざまで、それぞれの「やりたい」を映像とい

う形で集めて編集し、毎回本当に素敵な作品が生み出されます。また、お互いの作品

を鑑賞し、おやつを食べながら感想を和気あいあいとシェアし合う時間は、メンバー

にとってもサポートメンバーにとっても、お互いの創造への意欲や、好奇心、チャレ

ンジ精神を刺激するとともに、エネルギーをもらえる貴重な時間となっています。

えいちゃんくらぶでは、映像というツールが、年齢や性別を超えたコミュニケーショ

ンやエネルギーが循環し、緩やかなコミュニティの形成へとつながっていく可能性を

探りつづけています！ 

「映像」×「メモリー」×「ちゃんぽん」＝

　「えいちゃんくらぶ」は、映像をつくる

ことをきっかけに、世代や年齢を超えた

コミュニケーションの場を、地域に開く

アクティヴィティです。映像制作を通じ

て、関わられた方々が、そして各人の今

とメモリーが、「ちゃんぽん」されていく、

そんなイメージで名付けました。

　

「人生 100年」という言葉を、

しばしば耳にする昨今、年齢を積まれた

方が増えていく中で、そうした方々と若

い方々とが交える場所は、逆に限られて

きているように思います。年齢を積まれ

た方は、早々に専門的な施設などへ入ら

れ、またテクノロジーの変化や文化の多

様化に追いつける若い方は、その成果を

享受する一方、その話が通じない他者と

は出会いにくくなっています。こうして

世代や年齢による溝が深まるなか、それ

ぞれの生活環境は閉塞していき、その内

なる滓
おり

は溜まる一方で、そしてふと、陰

惨な事件となって発露してしまったり、

他者への過剰な侮蔑として発散された

りしてしまうように思います。歴史的か

つ社会的に構築されてしまったこうした

「溝」を、今、もう一度、埋めていくことは

できるのでしょうか？この問いは、読者

のあなたも書き手の私も、まずは自分が

この「溝」に落ち込まないために、今を生

きる者として考える必要のあることと思

います。

　

　私達が注目したのは、映像でした。そ

の理由は四つあります。ちょっと多いの

ですが、お付き合い願えましたら。まず

一つ目は、映像が、19世紀末に発明さ

れて以来、世代や年齢を超えて、多くの

人々を魅了してきたからです。現代社会

に生きる人々は、どんな人も何がしかの

かたちで、映像を経験しています。その

ため映像は、ふだん離れている者同士が、

何か共通する体験として考えやすいもの

のひとつとな っ ているように 思います。

二つ目は、誰でも簡単に映像を制作でき

る時代が来たことです。デジカメでもス

マホでも、身体能力の

差に

関わらず、何がしかの撮影

が可能になりました。この可能性に、年

齢の「溝」は関係ありません。三つ目は、

映像の撮影や編集のプロセスには、必然

的に他者を巻き込むことになるので、コ

ミュニケーションが生まれやすいという

利点からです。この点で、映像は写真よ

りも、他者を巻き込む度合いが相対的に

大きいと言えます。単純に言って、映像

制作には時間と労力がかかるため、他者

の協力を必要とする場面がより多くあ

るからです。四つ目は、映像には必ず記

録が伴うという点です。撮影された映像

は、メモリーとして保存できます。保存

しなかった場合ですら、解析できないほ

ど極めて小さな痕跡として、ディスク上

に 刻まれています。記 録されることで、

映像は、時空の移り変わりから自由にな

り、時空を超えて、世代や年齢を超えて、

伝達されたりコミュニケーションを引き

出したりします。

　「えいちゃんくらぶ」が特に注目する

のは、この映像の時空を超えた働き、そ

してコミュニケーションの契機としての

機能です。そして「えいちゃんくらぶ」の

目標は、素晴らしい「名作」を創ること

でもなければ、年齢を積まれた方の趣味

を育むことでもありません。もちろん、

名作の誕生や趣味の充実を否定するの

ではありません。しかしむしろ、映像を、

時空を超えたコミュニケーションの場を

開くために、積極的に使うこと、この使

用のプロセスに重点を置いています。

　ちなみに、このような試みは、史上初と

いうわけではありません。例えば、NPO

法人remoが行っている「 ご近所映画ク

ラブ」というプロジェクトでは、主に青少

年を対象に、３時間ほどで短編映画を制

作します。制作を通じて、

参加する子供達やその家族

や若者たちが、つくる喜びと見て楽しむ

喜びを共有しながら、交流を深めていき

ます。技術や知識がなくても映像を「使う」

ことは誰にでもできる、その知恵を、私た

ちのプロジェクトも共有させていただき、

順撮りでの撮影やテイクを重ねないなど、

remoさんが編み出してきた手法を参照

させていただいた場もありました。

　当初、私達　は、初年度のプロジェクト

であることも踏まえ、まずは70歳以上と

いうメンバーの年齢制限を設定しました。

一般に「高齢者」と呼ばれる方に限定す

ることで、社会における既存の「溝」を可

視化し、アクティヴィティが進む中で、年

を重ねたメンバーと若手のサポートメン

バーとが交流していくうちに、その「溝」

がどのように 変 化していくか、捉えるた

めです。そして、私たちの設定した当初の

「溝」は、ポジティヴに突き崩されていき

ました。メンバーの方々は、撮影や編集に

触れ、その技を習得していくなかで、次第

に自分も他の方も楽しむ創造の種を「溝」

に埋められ、育み、それは芽を出し、花開

き、実りました。そこには、「高齢者」とい

う年齢の「溝」を設定することがバカバカ

しくなるような、水平的な交わりの場が

広がりました。それぞれの方の、人生のメ

モリーや日常のエピソード、サポートメン

バーとの交流、ハッとさせられる映像や

延々とつづく映像、撮影こぼれ話、また住

んでいる家やまちや地域、その風景、そう

いった雑多なものが凝集して織り交ざる、

そして、それが時空を超えて記録され、伝

えられ、またどこかで交わえる、そんな円

環する時のための場が生まれたように思

います。それは、数々の「溝」を穿たれた

地域が、一つの域としてもう一度息づく

ための、肺になりはしないだろうか。今期

参加された方が、来期に

は新し

いメンバーを教えたり、そのメンバーと協

力したりでき、また来々期は、さらに新し

いメンバーが加わり、それまでのメンバー

と交わっていく、そうして「えいちゃんく

らぶ」は自律的に離陸していくことでしょ

う。時空を超えたどこかへ、そのどこかと

は、あなたの、私の、今いるここに他なら

ないのですが、それは円環する時の息づ

く場なのです。

　今期はすでに4カ月を経ましたが、これ

からも「えいちゃんくらぶ」は、こうして

種を引き継ぎながら続いていくことと思

います。
 

p r o f i l e  

角尾 宣信（つのお よしのぶ）
東京大学大学院総合文化研究科、博士課程在籍。敗戦後日本
の喜劇映画や風刺映画を研究。また、都内や近郊にある複数
の介護施設にて、高齢者の方とお話しながら、楽しく昔の映画
や歌謡曲を鑑賞するプロジェクト「シルバーシネマパラダイス！」
を主催。
主な論文に、「破滅した「人間宣言」——『グラマ島の誘惑』
における天皇および天皇制風刺について」（川崎公平ほか編『川
島雄三は二度生まれる』水声社、2018年所収）などがある。
　

小金井アートフル・アクション！は
「だれもが芸術文化を楽しめるまち！」の実現をめざして
2009 年にスタートしました。
まちは、そこに暮らすみんなのミュージアム。

「まちはみんなのミュージアムだより」では、
おどろきと発見、わくわくする活動のようすを伝えます。
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小金井アート
スポットシャ

トー２F　その
他市内各所

会期中には、
ゲストを招い

てのトークも
予定していま

す。

詳細は、後日
パンフレット、

およびNPO法
人アートフル・

アクションHP
でもご案内い

たします。

▲
メンバーの皆さんが実際に使っているデジカメです。

▲
外山さんのつくった人形をお借りして「動かないものの 動 画を 撮る」実験をします。外山さんの人形は、ひとつひとつ 表 情が 豊かで、今にも踊り出しそうです。

▲
編集作業は真剣です。映像をつなげたり、エフェクトをかけることで、頭の中でイメージした 映 像が 形にな っていきます。 ▲

紅葉の公園で、編 集 時のカ ット 割りも 考えながら、ストーリ ー 仕 立ての動画撮影を体験しました。

▲
メンバーひとりひとりの

作品を見ながら、講師の

角尾さんがコメントをし

ていきます。自分の作品

だけでなく、他の方の作

品 からもたくさんの 気

づきや、自分の作品に活

かせるヒントを見つける

ことができます。

～ 多様にたわわな実りと種～
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※1 ディゾルブ： 2つの映像が消えながら入れ替わる画像転換の技法　　　※2 パン：カメラを固定したまま水平方向に動かす映像の撮影技法

山本さんーー 映像を撮ったこともないし、

実をいうと 何をや っ ているのかあんまり

把握できていなかったんですけど、12月

に見学のつもりで来て、このタルタルっと

した雰囲気が好きで、参加することにしま

した。

■実際撮ってみていかがでしたか？

　まず最初に、意識的に撮るってこんなに

違うものなんだな、と思いましたね。運動

会などで自分の子供を中心に撮っていた

ときと全然違って、撮るってことの意味が

ね、構図を考えたり、枠の中の画像が違う

ような感じ。

■今回、織物のドキュメンタリーを撮るこ

とにしましたが、きっかけは？

　身近なところに映像として残しておき

たいというものが 全 然ないんだなと 思 っ

たときに、織物を教わっている「虹の家」の

主催者の金子さんに相談したら、賛成して

くれて撮ることにしました。「 虹の家 」紹

介フィルムも撮ってもいいよね、という話

もしています。

■えいち ゃ んくらぶがまちの 広 報みたい

な役割を担ってもいいんじゃないかとい

う気がしますね。

　紹介のビデオって、作品よりも具体的で

いいですよね。

■初体験的なことはありましたか？

　ドキュメンタリー番組が好きなんですけ

ど、これを映したいがための伏線というか、

そういうものを 感じるようになりました。

どういうふうに言ったらいいかわからない

けど、つくる側の見方というか、そういう

のが出てきたような気がします。あと、意

外と、ズームしたりバックしたり、機能が

あるのでついやりたくなるんだけど、ドキュ

メンタリーに関しては、基本的にはやらな

い方がいいんだって、私自身映像を撮って

いて思ったの。ズーム機能って、ぎゅって

なるじゃないですか、あれが嫌なんですよね。

■ディゾルブ※1が面白くなったという話も

ありましたが？

　夕焼けの風景って、単純だけど、合わさっ

ていくと、重なりが複雑な感じがして、す

ごく面白かったんですよ。でも、風景では

いいかもしれないけど、織物の方で

は少なくしたい。つなぎの部分はぱ

きっと切らないように、でも、織物

はつくり方の基準があるから、ぷつっ

と切ってもいい気がします。角度を

変えたり横から撮ったりできるとい

いんだけど、慣れてくればだんだん

大胆に、「撮っちゃった」って言っちゃえ

ば大丈夫かな、と思います。

てるちゃんーー 所属している別のサーク

ルから配られたパンフレットを見て、映像

やデジカメを使うというので興味を持ちま

した。そのサークルのメンバーに写真を専

門にやる人が何人かいて、僕もカメラをや

るんで、写真部に誘われたんです。でも、

写真部の皆さんは動画は全然やらないっ

ていうんで、だったら僕一人でもやろうかな、

と思って。今までみたいにスナップでぽっ、

ぽっと一枚ずつ撮るんじゃなくてね、持っ

ていたカメラで動画が撮れるなんて思わな

かったんですよ。でも、説明書を見ながら

やったら撮れて、動きそのものはまだまだ

未熟なんですけどね。

■この間撮ってきた動画では、パン※２

の安定感が素晴らしかった。

　いやいや、やっぱり数多くやらないと、

いきなりいいものが作れるわけじゃな

いですから。

■やってみてからの印象はどうですか？

　動画っていうのは、デジカメで撮るんじゃ

なくて、8㎜のカメラで撮るのが普通と思っ

ていたんですよね。でも動画が撮れるとい

うのがね、まだ始まりだけど、おどろきで

した。動画って、動くじゃないですか。

写真一枚だと固定されるじゃないですか。

それが、ちょっと動くことによって今ま

で一枚だったものが、続きができますよね。

そういうところがえいちゃんくらぶを受

講してよかったな、というところですね。

■スナップショットだと一時点一時点の

写真になるけど、その間の何かを撮れるっ

ていうのがいいということですね。てるちゃ

んはパンをするのがお好きなのかな、と思っ

ていたんだけど、スナップショットとスナッ

プショットの間を撮るっていう気持ちが

あるんですね。

■大変だったことは？

　浅草行ったときに、浅草寺がすごい人で

自分が動けないんですよ。ただ立ってズー

ムやったり自分で撮ったりしかできなかっ

た。撮ってきた映像のつなぎがまだできて

ないんでね。３コマぐらいをひとつの流れ

にしてできたらいいな、と思ってます。

■てるちゃんのPCは、読み込みが遅くて

編集が進んでないので、どこかのタイミン

グでやりましょう。

坂本さんーー いつも楽しいです。

市報を見たのが、最初のきっかけだったと

思うんですけど、70歳以上はぴったりだし、

今までの経験がなくてもいいということで、

撮れるようになれなくても、動画ってどん

なふうに編集したり、つくるんだろうと、

それだけでもわかればいいなと思いました。

私は映画が好きで見るんですけど、つくる

のは全然わからないので、つくり方の基礎

的なことが知れたら見方が変わるかな、と。

それがきっかけです。

見方、変わったと思いますね。場面の展開

が、「あ、こういうふうに場面を変えると

ちょっとおしゃれな感じになるな」とか、

そういう 見 方ができるようにな っ た。　

今までそういう見方をしたことがないので、

大げさに言えば、つくっている人の、よく

考えてるな、とか、そんなことまで思った

りして、話が深くなった気がします。

■ご自分でもばりばり編集されていますね。 

やってみると面白いんですよ。いろんなこ

とが、しかも簡単にできちゃう。例えば、

映画の場面展開も、自分で実際にそうい

うことができてしまう。とっても遊べますね。

私にとっては、ストーリーをつくるのは難

しいけど、逆に編集をいろいろやってみるっ

ていうのが面白い。ある意味、職人的な仕

事っていうかね、それを自分でもやってみ

て、面白いなあ、っていうことに自分

でも初めて気が付いて。音楽も入れら

れるでしょ。「あ、これ使えるな」とか思っ

てみたり、音楽で印象が変わりますね。

■坂本さん、機材をいじるのがお好きなん

じゃないですか？

　退職して、メールとネットはできたほう

がいいな、と思ったんです。ド素人だけど

しょうがないから自分で調べていじって

覚える習慣がつきました。そうしたら、勘

が働くようになって、今回の編集ソフトも

使えるようになったんです。カメラを撮る

のも、結構面白い。独創的な映像はできる

わけじゃないけど、映画のまねができるん

ですよ。パクリ。

■オマージュですね（笑）

　そうそう、オマージュなんですよ。自分

もやってみたくなるし、あ、できたな、みた

いな。

■先日撮影されてきた、あの喫茶店の映

像は？

　あれはニューシネマパラダイスのオープ

ニングですよ。まあ、そういう楽しみがあっ

て、場面の展開を考えるのが面白いです。

なみさんーー き っ かけは 市 報です。

やっぱり映画が好きで、映像、70歳以

上、ということで、ジャストそうだった

んです！ 映像の仕組みが少し勉強でき

ればいいかな、でも敷居は高そうだな、

今まで映像撮ったこともないし、カメラも

そんなに得意じゃない、そういうことにす

ごく興味を持った人が行くのかな、という

印象を持って、ちょっと当てはまらないか

な、というのはありました。でもまあ無料

だし、聞いてみようとお電話したら、スタッ

フの伊藤さんが「どうぞどうぞ」って言っ

てくださって、じゃあ申し込みますってい

う経緯があります。

■実際入ってみてどうでした？

　角尾さんの優しさに（笑）いいとこを何

とかほめてくださったりして。ちょっとし

たことも取り上げてくださる感覚ってす

ごい。自分としては何気なくやったことな

んだけど、ああ、そういう視点があるのか、

といつも気づかされてます。

■実際カメラを自分で手にして、楽しいこ

と、つらいことは？

　つらいこと、ありますね（笑）。年のせい

かしら、ケーキづくりのシーンを撮ってた

ら、なんかくたびれちゃってねえ、ドキュ

メント撮る人って大変だなあ、すごく

体力が必要だなあ、ってつくづく思い

ました。

■楽しかったことは？

　私パソコンいじるの苦手なんですけ

ど、隣に主人（坂本さん）がいてくれて、

すごい詳しいんですよね。

■今さらですか？（笑）

　新発見しました。イメージを思い描

くのは簡単じゃないですか。あ、こうだと

いいな、とか、音楽も、とか。それが実際に

できると嬉しいんですよね。ああ面白いな、

と思って。

映画見てても、何となく、早回し的なもの

があったりとか、切り替わりがきれいだな

とか、今までボヤっと見ていたものがもう

ちょっと丁寧に見えているかもしれない

です。あんまり意識してないですが。

映像が気軽に撮れるという体験にはびっ

くりしました。うちにデジカメあったけど、

映像は撮ったことない、それができるとい

うことを知らなかったです。だから、宝の

持ち腐れでね、今の機械ってすごいですよ

ね。私スマホはいつも持ってるんで、木が

揺れたりする様子など、たまに動画を撮る

ようになりました。今まで思わなかったこ

とですね。動画じゃないと伝わりにくいこ

ともありますよね。

外山さんーー 市報を見て、写真は好きで

たくさん撮っていたんですけど、動画は撮っ

たことがなくて、動画が撮れたら楽しいか

な、と思って応募しました。それでも、ず

いぶん迷ったんです。どうせ大勢応募者が

いて落ちるだろうと思って応募してみたら

OKで、どうしましょうと思って（笑）

まず、どういう趣旨でこれを計画してくだ

さったのか、ただ無経験の高齢者に映像を

撮る 楽しさを 教えてくださるっていう 趣

旨なのか、何か別の目的があるのか、その

へんはいまだに謎です。果たしてその企画

に、特に私なんか応えてないんじゃないか

と思って。

■外山さんいつも遠慮がちだけど、映像の

方は結構大胆っていうことが多いので、あ

んまり信用してないですけど（笑）

　映像のセンスは、私、いつも場違いだな

と思いながらここにいるので、ちょっと困

るんですけど。撮ってる最中は映像

としていろいろ 考 えるんですけど、

ただ何せ一人で全部考えてるので、

限度があるなっていうのを感じます。

かといって、何人かを巻き込んでや

るほど自分の覚悟ができていないし、

今は一人でできるマキシマムでやる

以外ないなと思ってます。

■実際参加していかがですか？　

　ずいぶん、柔らかな、というか優しい企

画ですよね。こんな企画があるっていうの

が、ちょっと不思議な感じで、不思議なと

ころに自分がいるな、といつも思っていま

した。で、のんびりした雰囲気に浸ってい

ると「映像を撮ってきてください」と言わ

れて、なんか撮らなきゃいけない、と思っ

て撮るんですよね。自分で動画を撮ろうっ

ていう意図で歩いてる、わざわざ早起きし

て（笑）

　あとは、直接関係ないんですけど、テレ

ビ見ても他の映画を見ても、撮る角度とか

撮り方が気になりますね、最近。今までは

漠然と見てたのに、画面が切り替わるのに

それでも物語としてつながっていく、カメ

ラの切り替えがずいぶん気になります。プ

ロの人はすごいな、と思えば思うほど、自

分の撮った映像を人に見せるのはどうか

な、って、そこにいつも行きついてます。

角尾さんのアドバイスで、この間撮ってき

たウクレレの先生の映像を早速DVDにし

て先生に差し上げたら、喜んでくださ

いました。だから、好きなのを撮って

あげて、そういう楽しさはあるなと思

いました。

機材関係の心強いサポートだけでなく、細やかな心配りを
してくれているスタッフの村松さん（ニックネーム：マスター）は、
えいちゃんくらぶに何を見ているのかな？
角尾さんとの会話をちょっとだけのぞいてみました。

マスター（以下マ）：皆さん、回を追うごとに打ち解けてきた感じがあります

よね。メンバーの皆さん、自分の撮った映像を「つまらない」「面白くない」っ

ていうんだけど、見たらめちゃくちゃ面白い。自分にとって面白くないもの

が、ほかの人が評価したら自分と全然違う評価になるんだ、評価する人の存

在によってさらにどんどんいいものができていく、っていうのは、自分にとっ

てはすごく衝撃的でしたね。映像には、皆さんの生きてきた、ギューッと詰まっ

たものが出てる。それがやっぱりちょっと年配の人とやることの価値だな、

と思いました。

角尾さん（以下つ）：映像を撮ることで、他人の目線というのが入ってくる

のがいいですね。皆さんの映像は毎回面白くてね。こだわりがありますよね。

マ：そういうのをもうちょっとうまく引き出してあげるところが、今後続け

ていくポイントなのかな。

つ：引き出しを開ける、とっかかりですかね。当初はカラオケ映像を作って

みようかとか、そんな計画もあったけど、それどころではなく、みんなどんど

んやるから、毎回成果を見させてもらっている感じで、こっちが楽しませて

いただいている感がありますね。

マ：初めは、もっとこっちが、機材そろえて手を出さなきゃとか思っていた

けど、今のところはそうでもないですよね。この後は、どう編集をサポート

していくのかですね。

つ : あと、参加された皆さん、えいちゃんくらぶに参加して自分で撮影をす

る中で、ふだんの映像の見方が変わったと言ってくれて、こんなふうに新し

い映像との関わりができるのはいいな、と思いました。今回時間をかけてやっ

たからこその 成 果がいろいろ

あり、継続性という意味では、

今 後も 続けてい っ てくれたら

いいな、と思います。

マ：見方が変わると同時に見せ

方も変わるんだろうし、作品が

面白いことがわかれば、と思う

んですよね。

つ：今度実際に展示して、この

活動をもう少し広く広報でき

ればいいんじ ゃ ないかと 思い

ます。みんなに知ってもらって、

広がっていくといいなあ。
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Interview
映像を撮ることが初めてだったメンバーの皆さんにとって、
えいちゃんくらぶに参加したことはどんな体験だったのでしょうか？

率直に語っていただきました。 聞き手：角尾 宣信さん
　　　　　　（えいちゃんくらぶ講師）

Mr.Sakamoto

Mrs .Yamam
oto

Mrs .Toyama

Teru-chan

MASTER

Nam i-san

映像が気
軽に撮れ

ることに

びっくり
しました

。

ドキュメ
ンタリー

番組を見
て、

　作り手
の思いを

　　感じ
るように

なりまし
た。

動画は、
固定され

た写真の

　　　「続
き」が

　　撮れ
るんです

よね。

　　映像を撮ってあげて、喜んでもらえる楽しさは　　あるなと思いました。

　好きな映画の
ワンシーンのように　　映像を編集できるのが　　　　面白いです
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